
6月28日（火）16:00  浦郷湾錨泊（島前） 天気：くもり  気温：28.7℃  風向・風速SW 3.0m/s 

                                       教官：安部 

 

 

 

汗と油と涙が染み込んだ！ありがとう機関室 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

指導教官だより 2022 多目的実習 №24① 

 

掃除後の１枚（2年生9名、1年生1名） 

6月28日13:30 機関室に実習生10名

と数名の乗組員がいた。プレート上には洗

剤の入ったバケツが多数置かれている。2

年専攻科の下船日が近づくと毎年、機関室

の大掃除をしている。壁・配管・プレート

の汚れと油をウエスで拭き取っていく。室

温 40℃の機関室は異常なほど暑く、流れ

出る汗がウエスに染み込んでいく。神海丸

に乗船してから1年3ヶ月、当直に入った

回数は数え切れない。今までの記憶が鮮明

によみがえる。機関室のエンジン音が鳴り

響く中、実習生は皆、無言で掃除をした。

汗と油の染み込んだウエスに瞳から零れ

落ちる涙が染み込んでいた。 

 

多数のドラム缶・炭火・網。 「下船イ

ベント」だった。1年3ヶ月、神海丸に乗

船してきた 2 年専攻科生が残り数日で下

船する。乗船中の思い出や将来を語りなが

ら、今までに味わったことがないくらいの

旨い肉を食べジュースを飲んだ。1 時間

後、乗組員の前で1人ずつ自分の思いを真

剣に語った。涙をこぼした乗組員は塩っぱ

い肉を噛み続けた。イベント後、真っ暗に

なった作業甲板に船長と機関長の姿があ

った。「彼らの成長を近くで見ることはも

う出来ないが、神海丸から応援し続けた

い」と二人は言った。 

、 

 

 

 

この時期になると浦郷湾（島前）で錨泊

し、盛大な船上BBQを行う。た船上で盛大

な下船イベントが行われる。に7月1日、

隠岐水 11 名の実習生は西郷港で下船す

る。「おはようございます。朝のミーティ

ングを始めます。」船長のその言葉が全て

お疲れ様～！！（掃除後の乾杯） 

擦れ！擦れ！擦れ～！！ 

二等機関士との思い出も沢山ありました 

寂しいな 


